
（1）2017 年  4 月 24 日（月）　　　　　　　　　     インピーダンス　　　　　　　　          　       　   　　　     No.2382

　
　
　
【
う
ら
へ
続
く
】

　

第
88
回

メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
通
研
支
部

安
倍
政
権
の
憲
法
改
悪
の
野
望
を
阻
止
し
よ
う

内
心
の
自
由
を
否
定
し
、
盗
聴
・
密
告
社
会
へ
道

を
開
く
「
共
謀
罪
」
を
阻
止
し
よ
う

安
保
法
制
（
戦
争
法
）
を
廃
止
し
、
海
外
で
戦
争

す
る
国
づ
く
り
の
ス
ト
ッ
プ
を

野
党
と
国
民
の
共
同
で
安
倍
政
権
の
暴
走
を
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
よ
う

 

・ 

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
は
中
止
せ
よ
。大
企
業
・

　

富
裕
層
へ
の
優
遇
税
制
を
た
だ
せ

 

・ 

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時
中
止

 
・ 
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回

 
・ 
秘
密
保
護
法
は
撤
廃
せ
よ
。
通
信
傍
受
法
に

　

よ
る
国
民
監
視
を
許
す
な

 

・ 

原
発
は
ゼ
ロ
に
。
原
発
の
再
稼
働
・
輸
出
反
対
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
抜
本
的
転
換
を

 

・ 

教
育
勅
語
の
教
材
化
な
ど
戦
前
教
育
の
復
活

　

を
許
す
な

経
済
の
民
主
的
改
革
で
格
差
と
貧
困
を
た
だ
し
、

日
本
経
済
の
再
建
を

 

・ 

大
企
業
は
莫
大
な
内
部
留
保
を
労
働
者
、
下

　

請
け
企
業
に
還
元
し
、
社
会
的
責
任
を
果
た
せ

 

・ 「
労
働
者
派
遣
法
」
を
悪
用
し
た
「
生
涯
ハ
ケ

　

ン
」「
正
社
員
ゼ
ロ
」
を
許
す
な
。
真
の
「
同

　

一
労
働
同
一
賃
金
」
の
実
現
を

 

・ 

最
低
賃
金
は
い
ま
す
ぐ
１
０
０
０
円
を
実
現

　

し
、
１
５
０
０
円
を
め
ざ
せ

 

・ 

長
時
間
労
働
を
真
に
規
制
す
る
法
制
度
を
。
過

　

労
死
基
準
を
容
認
す
る
政
府
案
反
対

 

・ 

公
的
年
金
、
医
療
保
険
、
介
護
保
険
、
生
活

　

保
護
制
度
の
大
改
悪
を
許
す
な

 

・ 

認
可
保
育
所
を
大
幅
に
増
や
せ

 

・ 

高
等
教
育
予
算
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
給
付

　

奨
学
金
制
度
の
大
幅
拡
充
を

　
軍
事
費
拡
大
反
対
。
軍
事
費
を
削
っ
て
教
育
・
福

祉
の
充
実
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
者
は
連
帯
し
、
賃
金
、
労
働
条
件
の

大
幅
改
善
を
実
現
し
よ
う

 

・ 

大
幅
賃
上
げ
、
ボ
ー
ナ
ス
大
幅
増
を
実
現
し

　

よ
う
。
賃
金
格
差
の
拡
大
反
対

 

・ 

労
働
強
化
と
低
賃
金
を
押
し
つ
け
る
「
成
果

　

主
義
」
賃
金
制
度
は
廃
止
を
。 

評
価
の
透
明
性
・

　

公
平
性
・
納
得
性
の
確
保
を

 

・ 

異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
の
意
向
、
家
庭

　

の
事
情
、
キ
ャ
リ
ア
、
ス
キ
ル
の
尊
重
を

研
究
者
・
技
術
者
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
研
究

所
に
ふ
さ
わ
し
い
職
場
を
築
こ
う

 

・ 

長
時
間
労
働
を
規
制
し
、
健
康
と
生
活
を
守

　

れ

 

・ 

育
児
と
研
究
生
活
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境

　

を

 

・ 

裁
量
研
究
開
発
手
当
の
大
幅
な
増
額
を

 

・ 

研
究
者
・
技
術
者
の
専
門
職
性
の
尊
重
を
。
専

　

門
性
に
対
応
し
た
研
究
手
当
の
復
活
を

 

・ 

研
究
の
継
続
性
・
系
統
性
を
重
視
し
、
基
礎

　

か
ら
応
用
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
研
究
計
画

　

を 
  軍

事
研
究
反
対
、
研
究
成
果
の
軍
事
利
用
を
許
す

な

 

・ 

防
衛
省
の
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
の

　

廃
止
を

 

・ 

米
軍
資
金
の
導
入
反
対

 

・ 

サ
イ
バ
ー
空
間
の
軍
事
利
用
反
対
。 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

　

術
は
、
国
民
の
民
主
主
義
と
福
祉
の
向
上
の
た

　

め
に

政
府
は
東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
の
被
災
者
の

生
活
と
生
業
の
再
建
に
全
力
を
つ
く
せ
。
支
援
の

打
ち
切
り
を
や
め
よ

金
権
腐
敗
政
治
の
根
源
で
あ
る
企
業
・
団
体
献
金

の
禁
止
、
政
党
助
成
金
の
廃
止
を

森
友
学
園
国
有
地
不
当
払
い
下
げ
疑
惑
の
徹
底
解

明
を

国
連
の
核
兵
器
禁
止
条
約
会
議
の
成
功
を
。
日
本

政
府
は
参
加
し
て
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
の

国
際
的
責
務
を
果
た
せ

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
は
国
連
安
保
理
決

議
違
反
の
暴
挙
、
直
ち
に
や
め
よ

北
朝
鮮
問
題
は
外
交
交
渉
で
解
決
を
。
米
国
は
壊

滅
的
結
果
を
も
た
ら
す
軍
事
的
選
択
を
や
め
よ

日
米
安
保
条
約
を
廃
棄
し
、
平
和
・
中
立
の
日
本

を
築
こ
う

　
「
共
謀
罪
」
審
議
入
り
（
19

日
）。「
冒
頭
で
与
党
が
林
刑
事

局
長
の
出
席
を
強
行
議
決
し

た
」「
金
田
法
務
大
臣
が
う
ま

く
答
え
ら
れ
な
い
か
ら
局
長
を

強
引
に
出
席
さ
せ
る
な
ん
て
前

代
未
聞
だ
」「
共
謀
罪
を
特
定

す
る
た
め
に
は
日
常
的
な
監
視

が
と
も
な
う
」「
一
般
人
は
対

象
外
と
い
う
が
、
市
民
を
監
視

す
る
社
会
作
り
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

山
本
地
方
創
生
担
当
相
が
学

芸
員
に
対
し
て
暴
言
。「
呆
れ

た
。
学
芸
員
の
職
種
を
全
く
理

解
し
て
い
な
い
」「
が
ん
患
者

へ
の
配
慮
も
か
け
て
い
る
」「
撤
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

回
で
す
む
問
題
で
は
な

い
。
辞
任
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

豊
洲
移
転
問
題
。「
築

地
市
場
の
改
修
工
事
が
可

能
で
維
持
費
も
安
い
と
の

案
が
出
て
き
た
」「
東
京

ガ
ス
の
元
職
員
は
『
タ
ー

ル
を
オ
ガ
ク
ズ
に
ま
ぜ
て

毎
日
30
年
間
も
土
壌
に
垂

れ
流
し
て
い
た
。
汚
染
は

す
る
作
業
服
の
入
札
で
談

合
の
疑
い
。「
18
日
、
公

正
取
引
委
員
会
が
独
禁

法
違
反
容
疑
で
伊
藤
忠

商
事
な
ど
５
社
に
立
ち

入
り
検
査
を
実
施
し
た
」

「
２
０
１
５
年
５
月
発
注

の
入
札
で
、
総
額
で
１
億

数
千
万
円
だ
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

16
日
、
北
朝
鮮
が
弾
道

ミ
サ
イ
ル
１
発
を
発
射
。

「
失
敗
し
た
よ
う
だ
が
ミ

サ
イ
ル
発
射
は
安
保
理
決

議
違
反
だ
」「
海
上
自
衛

隊
艦
船
が
米
軍
と
合
同
訓

練
に
向
か
っ
た
」「
軍
事

対
軍
事
で
は
な
く
、
外
交

努
力
を
し
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
国
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
大
規
模
爆
風
爆
弾
を

次
号
の
発
行
は
５
月
８

日
で
す

施行 70年 いいね！日本国憲法
平和といのちと人権を！

５・３憲法集会
　５月３日（水・祝）13:00 ～スピーチ
　有明防災公園（東京臨海広域防災公園）
　　　　りんかい線「国際展示場」徒歩４分など

　主催：5・3 憲法集会実行委員会

取
り
切
れ
な
い
』
と
言
っ

て
い
た
」「
生
鮮
食
品
を

扱
う
市
場
は
、
そ
も
そ
も

汚
染
は
あ
っ
て
は
い
け
な

い
所
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
発
注

　

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
日

本
固
有
の
動
物
を
救
う
特

色
あ
る
活
動
を
し
て
い
る

井
の
頭
自
然
文
化
園
が

Ｔ
Ｖ
に

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
探
検
バ
ク

　

モ
ン
」（
４
月
19
日
）

―沖縄県民のたたかいは私たちのたたかい―
沖縄連帯のつどい

日時：4月 29日（土）14：00

会場：日本教育会館（資料代 500円）

主催：全国革新懇・東京革新懇・沖縄革新懇

　

大
企
業
が
も
う
け
を

あ
げ
て
も
、
労
働
者
の
賃

金
に
結
び
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。

　

財
務
省
の
法
人
企

業
統
計
で
資
本
金
10
億

円
以
上
の
大
企
業
に
つ

い
て
、
各
年
10
〜
12
月

期
の
指
標
を
比
較
す
る

と
、
２
０
１
６
年
の
経
常

利
益
は
11
・
１
兆
円
で
、

10
年
に
比
べ
て
１
・
62
倍

と
大
き
く
増
や
し
ま
し

た
。
ま
た
16
年
の
内
部
留

保
は
３
１
８
兆
円
で
、
こ

の
１
年
で
17
・
７
兆
円
増

加
、
10
年
か
ら
は
１
・
24

倍
の
伸
び
で
す
。
さ
ら

に
役
員
１
人
あ
た
り
の
16

年
の
報
酬(

年
換
算)
は

１
８
９
４
・
５
万
円
で
、

10
年
の
１
・
10
倍
。

　

一
方
で
16
年
の
労
働
者

１
人
あ
た
り
の
賃
金(

給

与
と
賞
与
の
合
計
額)

は

５
８
８
万
円(

年
換
算
）

で
、
10
年
か
ら
は
１
・
04

倍
に
と
ど
ま
り
ま
し
た

（
図
）。

大
企
業
は
大
も
う
け

投
下
。「
イ
ラ
ク
戦
争
で

使
用
す
る
目
的
で
開
発
さ

れ
た
兵
器
だ
」「
カ
ル
ザ

イ
元
ア
フ
ガ
ン
大
統
領
が

実
験
場
に
さ
れ
て
い
る
と

抗
議
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

卓
球
ア
ジ
ア
選
手
権

で
平
野
美
宇
選
手
が
初

優
勝
。「
世
界
ラ
ン
ク

１
、２
、５
位
の
中
国
選
手

を
連
破
し
て
の
歴
史
的
な

快
挙
だ
」「
中
国
の
選
手

よ
り
も
平
野
選
手
の
ス
ピ

ー
ド
が
勝
っ
た
」

　

日
本
共
産
党
の
小
池

晃
書
記
局
長
は
記
者
会
見

で
、
安
倍
政
権
が
「
教
育

勅
語
」
を
教
材
と
し
て
用

い
る
こ
と
が
「
否
定
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
」
と
し

た
答
弁
書
を
閣
議
決
定
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、「
異

常
な
閣
議
決
定
だ
」
と
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

小
池
氏
は
、
答
弁
書
が

「
憲
法
や
教
育
基
本
法
に

反
し
な
い
よ
う
な
形
で
」

教
材
に
用
い
る
の
は
否
定

さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
こ

と
に
関
し
、「
そ
も
そ
も

教
育
勅
語
は
憲
法
と
当
時

の
教
育
基
本
法
に
反
す
る

か
ら
、
１
９
４
８
年
に
衆

参
両
院
で
排
除
・
失
効
確

認
の
決
議
が
上
が
っ
た
」

と
指
摘
。「
勅
語
の
中
に

は
い
い
部
分
も
あ
る
」
と

の
見
方
に
対
し
て
、「『
ひ

と
た
び
こ
と
が
起
こ
れ

ば
、
天
皇
の
た
め
に
命
を

さ
さ
げ
る
べ
し
』
と
い
う

こ
と
が
勅
語
の
核
心
で
あ

り
、『
親
孝
行
』
な
ど
12

の
『
徳
目
』
は
全
部
そ
こ

に
向
か
っ
て
い
る｣

と
批

判
し
ま
し
た
。

安倍政権の危険あらわ
　　　「教育勅語」答弁書

　　小池書記局長が批判　

一
方
、
賃
金
は
横
ば
い

　
　

経
常
利
益
１
・
62
倍
（
10
〜
16
年
）

こ
と
を
紹
介
。
雑
食
性
の

タ
イ
ワ
ン
リ
ス
に
駆
逐
さ

れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
リ
ス
、

土
地
開
発
で
減
っ
て
い
る

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
な
ど
が

次
々
に
登
場
。

　

以
前
子
ど
も
と
行
っ
た

が
、
こ
ん
な
活
動
に
つ
い

て
は
知
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
行
っ
て
み
た
く
な
っ

た
。　
　
　
　
（
Ｗ
）


